
SS-OCT観測によるニワトリ胚心臓の発生にエタノールが与える影響 

Heart development under ethanol exposure imaged by Swept source OCT  
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1. 背景 

近年、先天性心疾患(CHD)の因子として、心臓発生時の飲酒などの環境が統計的に示唆された。しかし、実際に

動物実験においても CHD に至る心臓の発生過程を直接的に観測した例はない。理由は、心臓の発生(ループ状か

ら四つの心房・心室へ)は受精後の初期段階で起こるため、母体内あるいは殻内の胚の心臓観測を、胚へのダメー

ジなしに行うことが不可能であるからだ[1]。そこで我々はニワトリ胚を実験モデルとして、まず殻外における胚

成長を成功させたのち、波長掃引型光干渉断層撮影(SS-OCT)によるニワトリ胚の心臓の観測系を構築した。心臓

の発生過程がヒトと同じであるニワトリ胚では、心臓発生が 100 h程度で完結し、そのサイズも SS-OCTに適して

いる。そこで本発表では、胚へのエタノール投与による胚の成長、そして心臓の発生を、時間を追って調べた。ニ

ワトリ胚へのエタノール投与による心停止はすでに知られている[2]。しかし、1 個体における心臓の発生過程を

精査した観測例は過去にない。 

2. 実験方法 

本研究では、殻外でのニワトリ胚の孵化に成功した無殻培養法[3]を適用して、個々の胚の心臓発生を中心波長

が 1310 nmの SS-OCTをもちいて観測した。エタノールは、受精後、胚の発生が安定する 48 h後に投与した。SS-

OCT観測は、発生過程の詳細をフォローするために、4 hごとに行なった。エタノール投与の有無における生存率

は先行研究と同程度であった。 

3. 実験結果 

 Fig. 1にエタノールの有/無における心臓の 3D像と断面(a)、拍動間隔の変化(b)の典型例を示す。3Dの拍動の様

子から、エタノールの有における、心臓の血流ポンプとしての“不具合”について説明する。また、エタノール有で

は、拍動とその間隔が徐々に遅くなり心停止を起こす場合(Type A: n = 11/52)と、2 Hz程度で安定した拍動が突如

停止する場合(Type B: n = 9/52)がある。本発表では、それらとエタノール有/無の発生の違いに関しても報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Fig. 1 (a) 3D images and cross sections. Scale bars: 500 µm. (b) Heart rates vs. time. 
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